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Part II. Phosphorus Fraction on Nodular Tissue
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　　　　　　　Prof．　Maruta’s　Surgical　Clinic，　Shi皿shu　Univ¢rsi七y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結節組織／正常組織比を求めて検討した。このwa　BSP

　　　　　　緒　言　　　　　　　搬与してから纏龍切除するまでの昆調が開と
　瀦は第一締こおいて甲状腺癌は単純㈱節闘状　なる瀦松⑥は・・P投与後2（）縛欄力樋当であると述べ

腺腫に比較して32P摂取率は高く，82Pの組織／血L消　　　ているが，藩港は諸象の報告⑨⑩⑪⑫⑭に従つてu2P

比も明らかに高いので，この成績はこれら両藻患の鑑　　　経口投与24時閥後に組織の切除を行なつた。

別診断上意義あるものであると報告した。本編におい　　　　　　班　比放射能の算出⑭⑱

’ては甲状腺癌並びに単純性糸櫛鱈i棚樋礫｛㈱織　　1隙晦轍び聯巨膿節性甲状腺腫の結節組織の

｝こおけるリソ化含物を各分画に分けて，そのリン含有　　　脅リン分画の磁位リン盤（ne）に対するS21）の訓数

量とs2Pの放射能を測定し，さらに比放鮒能を卿：繊し　　　（cpm）即ち比放射能を算出した。

てこれら疾患におけるリン代謝を検甜した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究成績

　　　　　　研究材料並びに方法　　　　　　　　　　　　　　　1　結節組織のリン分画におけるリン

　　　　1　各リン分画におけるリン含有畳の　　　　　　　　　　含有澱及びその結節組織／正常組織比

　　　　　測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　甲状腺癌

　甲状腺癌並びに単純性結節惚甲状腺腫の紬節組織及　　　　　1）酸可溶性リン

ぴ反対側腺購より切除した正常甲状腺組織より各ユ・0　　　甲状腺癌の結節組織における酸可溶性リン分画のリ

牙（wet　weight）の組織片を採取し，直ちにホモジ≠　　　ソ含有駕：は表1。図1に示すように18・O～U7．6㎎，平

イザーで均等化し，夫々の組織片についてSchnider　　均25．7π瞬で、正常甲状腺組織のそれは8．0～20，311V，

風法①②及びSchmiclt一Thannhauser氏法①③④に　　平均13・3瑠である。リン含有鐙の結節組織／疋常組織

より各リン分画に分け，特分画のリン含有鍛をFiske一　　比は衷1・図2の如く1．3’4～2・50，平均1・93である。

Subbarow氏法⑥⑥によつて定量した。さらに正常・　　　2）　リン脂質

甲状腺組織のリン含有貴に対する結節組織のリン含有　　　　甲状腺癌の結節組織におけるリン脂質分画のリV舎

量の比を求めて検討した。　　　　　　　　　　　　　　有盤は表1・図工の如く5。8～16。3㎎，平均11．　5mp

　リソ代謝は組織が生体より切除されると同時に変化　　で，正常甲状腺組織のぞnel　6．o・v14，0mp，平均9．2解

を受け，生体内における代謝とは異なつた過程を辿る　　　である。リン含有盤の結節組織／正常組織比は蓑ユ。

から，この点にとくに留意し組織の切除後直ちに実験　　　図2の如く，0，76～2，00，平均1．25である。

’を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　RNA

　　　　ff　各リン分画における32P放射能の　　　　　　　甲状腺癌の結第組織におけるRNA分画のリソ含有

　　　　　測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤は衷1・図1の如く6．3N2L　3mp，平均13．8㎎で，

　500，ttCNユmcのs2Pを手術24時間前に経口的に投与　　　正常甲状腺組織のそれは3．7～10．Omp，平均7．0㎎で

し・採取した結節組織並びに正常甲状腺組織各1・Oチ　　　ある。　リソ含有量の結節組織／正常組織比は表1・図

（wet　weight）をIHevesy氏法⑦で湿性灰化した　　　2の如く1．53～2，22，平均1，97を示している。

のち，各試料について82P放射能を測定して，’その　　　　　4）　DNA
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表1　　　　　甲状腺癌のリン含有最
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図1　　　　甲状腺癌のリソ含有量　　　　　　　　　　　図2　　　　甲状腺癌のリソ含腐量
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　甲状腺癌の結節組織におけるDNA分画のリン含有　　　1・10－1・74，平均1・33を示す。

量は表1・図1の如く8．2｛・21．1解，平均1，4．　3mpであ　　　　　　B　単純性結節性甲状腺腫

り，正常甲状腺組織のそれは4．3～10・3解，平均7，1　　　　1）酸可溶性リソ　　　　　　“

㎎を示す。　リン含有燈の結節組織／正常組織比はec　1　　　　結節組織における酸可溶性リン分画のリン含有鑑は

・図2の如く1．29～2・69，平均2・01である。　　　　　　　表2・図3の如く1e・3N21・670p，総平均14・5㎎で・正

　　5）　リン蛋白質　　　　　　　　　　　　　　　　常甲状腺組織のそれは7．2～17・4御，総平均12・4㎎で

　甲状腺癌の結節組織におけるリン蛋白質分画のリソ　　　ある，，リン含有量にっいて結節組織／正常組織比を求

含有量は表1・図1の如く6．3・v12・5mP，平均8・6㎎，　　めると表2・図4の如く0・87～1．S5，総平均1・17であ

正常甲状腺組織IS4・3～8．9㎎，平均6・5㎎である。リ　　る。これは甲状腺癌の平均傭1．93に比して低い。

ン含有量の結節組織／正常組織比は表1。図2の如く　　　　以上の成績を組織像別に検討すると，結節組織にお
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表2　　　　　単純性結節性甲状腺1亜のリン含有量
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図3．単純性結節側三甲状腺腫のリン含有昂：　　　　　図4単純性結節lt】i甲状腺腫のリン含有｛ll：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一糸占釦Tj糸且畜哉／jl三‘ノi㌃痢L溺喪上ピー
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図5単純性結節性甲二IJt腺腫のリン含有1塵｝：　　　　　図6単純性結負ij｛生甲状腺臆のリン含有量

　　　　　　　　（組織像別）　　　　　　　　　　　　一締聯i1織ハ［1常紅織比一
励。イド　欄L）i，ii胞鶴川1蝋，脚1・漁　・、・、・1，i］」1、脇！　　　　　　　　　（繍1鰯捌）
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ける酸可溶性リン分顧のリン含有lli：1よ炎2・図5の如　　　2・a），濾胞状腺1匝では平均9・311》（衷2・b），乳頭

くコロイド腺腫では平均14，3mf（褒2。a），濾胞状腺　　　状腺lkli．では平均7．8彫（蓑2・c），今ll；状腺腫では平均

腫で1評均12，8ne（表2・b），￥・L頭聯嫌では平均　1（）・吻俵2・d）を示し父そ・［）・Sliliilli組織／正常繊喪

13．57解（表2・c），管状腺唾では平均16．3刀》（表2。　　比は表2・図6の如くコv・fド腺腫で｝t「lz均LIO（褒

d）である。その結節組織／正常組織比は表2・図6の　　　2。a），濾胞状腺腫でをよ平均1・15（衷2・b），乳頒状

ようにコロイド腺腫では平均1．09（表2。a），濾胞状腺　　　腺｝距では平均0・88（表2・c）・管状腺！1重では平均1・22

腫では平均L27（蓑2・b），乳頭状腺r踵では平均1、00　　（炎2・d）を示し・乳頭状腺踵でやL低いほか腺腫

（表2・c），管状腺腫では平均1，28（表2“d）である。　　による蕎明な強は認めない。

　即ち組織像別にはコロイド腺踵。乳頭状腺腫等では　　　　　3）　RNA

リン含有量は比較的低く，濾胞状腺腫・管1閃腺麗等で　　　　RNA分画のリン含有量は嚢2。図3の如く，結節

は高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織では4．6～11．8〃脆　吊窓平均7。・吻で，正常｝1・1状腺

　　2）　リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織では4．7～10．1．　mSl，総平均6、8昭で，リン含有凱

　結節組織におけるリン鵬質分蘭のリン含有量は表　　　の結節組織／正常組織比は爽2。図4に示す如くO．80－－v

2・図3に示すように7．〔〕～14・8㎎t総平均9．7nvで　　　L83，総平均1・09である。これは甲状腺癌の平均億

あり，正常甲状腺組織のリソ含有量は4・8～12．8mg，　　1・9アに比して明らかに低い。

総平均8．6㎎である。叉リン含有鍛の結節組織／正常　　　　次1’こ組織像別にRNA分画のリン奮有量を検討する

組織比は表2。図4の如く0．71～／，77，総平均1．12で　　　と表2・図5に示す如く，コロイド腺鍾は平均6・9㎎

ある。これは甲状腺癌の平均1直1・25に比して低い。　　　　（爽2・a），濾胞状腺1距は平均8・One（誉乏2・b），乳

　さらにこれを組織1象別にみると，褒2。図5のよう　　頭状腺種は平均4，　｛　llV（・爽2・c），管状腺腫は平均

に，リソ含有量はコロイド腺腫では平均10．0昭鰹ξ　　8．4四（衷2・d）であり，またIJソ含何猛の結節組織／
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正常組織比は表2。図6の如く，コvイド腺ll巨では平　　　胞状｝腺腫は平均7　，　4・nlf（蓑2・b），乳頭状腺腫は琳』tJ

均LOI（表2・a），濾胞状腺腫では平」句1．07（衷2・　　4．1　ltV（表2・c），管状腺腫は平均5　，　6　llpt1（潔診。（1）

b），乳頭状腺腫では：ill均0・98（表2・c），管状腺腫で　　　であつて，結節組織／正常織組上ヒは衷2・図6の如くt

は平均L22（表2・d）を示し，瞥状腺腫においてはリ　　　コロイド腺腫では平均1．01（衷2・a），濾胞状腺瓢燈

ソ含有量もその結節組織／正’iil・組織比もともに高い。　　　は平均LO9（表2・b），乳頭状腺腫では平均0，95（表

　　4）　DNA　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・c），管状腺腫では∫ド均1．L3（鑓2・d）であって卿

　結節組織におけるDNA分画のリン含有量は表2・　　組織像による差を認めない。

図3に示すように5・2～13・111tl，総平均7・2昭であつ　　　　　　1［　結節組織のリン分画における32P

て・正常i隙腺組織のそttt：4・8～8脚・総平均6・6　　　　放射能の結鰯臓／正常組織比

7昭である。リン含有量の結節組織／正常糸11織比は表　　　　　A　｝II状腺癌

2・図4に示すように0・82～2・12，総平均1・09で，甲　　　　：D　酸可溶性リン

状腺癌の平均値2・01に比して著しく低い。　　　　　　　　1／111状腺鰻の酸町溶1生リン分剛における2B贈放酎能

　結節のリン含有量を組織像別に｛館寸すると，表2・　　の結節組織／IE常組織比は表3・図7の如く，1。24．v

図5に示すように，コロイド腺腫は平LUv6・　8ntl　（－ee　2・　　2，39，平均i．98である。

cl），濾胞状腺睡は平」幻6．471》（爽2・b），乳頭状腺腫　　　　　2）　リン脂質

は平均5．3n塀（表2・c），管状腺腫は平均8・97解（衷　　　　甲状腺癌のリン脂質分画におけるa2P放射能の結

2’d）を示し・その糸櫛繍畏／正常紺1蹴｝懐2・　鯉1織／1贈欄砒｝壊3・図7の如く、．1、・1．4～2．24，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6に示すように，コロイド腺腫ほ平均1・00（表2・　　平均L　7（1である

a），濾胞状腺樋は平均1．08（表2。b），乳願状腺腫は

平均O．95（表2。c），管状脚∬垂は平均1・27（衷2。d）　　　図7　　　甲状腺癌のa2P放射fj旨

で管状腺腫ではリン含有量もその纈鞭織／正常紅1織　　　　　一締㈱職／正常短職比一

比もともに高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Reti。

　　5）　リン蛋白質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．0

　結節組織におけるリン蛋白質分画のリン含有量は衷　　　　　3．0

2・図3に示すように，4．0～11．3脚，総平均6．2四で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．0
あつて，正常甲状腺組織のリソ含有量は4．1～9．7㎎，

総平均5．吻である。リソ含有量の結ll襯織証常組織　　LO

比は表2。図4に示すように0．81～1．50，総平均1，05　　　　　0

である。これは甲状腺癌の平均値1・33に比して低い。

　組織像別に検討した成績では，リソ含有量は表2・

図5の如くコロイド腺腫は平均6．6nig（表2・a），濾
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表3　　　　　甲状腺癌のa2P放射能

No．

1

2

3

4

5

6

7

症

例

古　騙

小　野

関　山

　林

瀬　川

征、矢野

大　槻

年

令

性

24　9

31　♀

44　9

47　9

50　9

57　♀

69　♀
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織　織
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　　3）　RNA　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを紅織像別に｛塩軍討’してみると，炎・1・図9の如

　甲状腺癌のRNA分画における32P放射能の結節　　　くコロイド腺腫では平」養ゴ（，．s・）　），　（」・31・4・a），徽胞状腺腫

組織／正常組織比は表3・図7の如く，1，62～2、63，平　　　では平均1．14（表・1・b），三F［、頭状腺腫では平均1．〔｝7

均2．17である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表4・c），管状腺腫では平∫勾L28（表4・d）であっ

　　4）　DNA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，管状腺腫ではit’｝iいfl【，1を示している。

　甲状腺癌のDNA分lllliに瀬ける32P放射能の結節組　　　　　5）　リン蛋［を1質

織／正常組織比は衷3。図7の如く，L37～3・8！，平均　　　　リン蛋に1質分画に二｝δける1｝2P放削能の帝ll｛節組織／正

2．55である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JSIC・　St’1織比は衰4。隠18の如くU．82～1．4〔｝，総平Jty　l．06

　　5）　リソ蛋i肉質　　　　　　　　　　　　　　　　　　であつて，甲状腺癌のli～均仙1．59に比して低いc

　甲状腺癌のリン螢1’．1質分画における禰P放射能の結　　　　これを系IL織像別に検討すると，衰4。図yの如く，

節組織／正常糸1躍伐比は表3・図7の如く．1・21～2・29，　　　：tT＝イド腺腫では平均1・（10（表4・a），濾胞状】腺11d／：てcv

平均1．59である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ平均1．〔14（爽4・b），乳頭状腺腫では51’：均1．08（衷

　　　B　単純性結節性｝11状腺腫　　　　　　　　　　　‘t°c），～itl；状腺腫では平均Ll2（爽4・d）を示し，組

　　1）　酸可溶性リン　　　　　　　　　　　　　　　　　織像別の差繊は殆んどみられない。

　酸可溶憐リン分画におけるS2P放射能の結節組織／　　　　　　　　　　　　　・

IE常繍比醸4・図8の14，1く・、68～ユ・55，総報フ　図8鞭欄灘1三’！II二1脚111tが賜玩」號
、．、2であつて，1蜘　1　1湖・燃、9，、。胤て鵬か　　　→1！｝1㈱L織／」iヅ欄靴一

に二｛i．kし、o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ra巨0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，0
　これな組織像別に検討すると衷4。図9の如く，二ど

・イド瀬で劇鞠1．00（表4・の，？leail包状脚1・重では　　3・0

平均1．24（蓑2。b），乳頭状腺腫では平均1・04（炎4。　　　　　2．0

’・・）・鰍腺嘘では平jtJl・L’6（表・1・d）であって・管　　LO

状腺腫と濾胞状腺腫におけるatiP摂取能ば増加してい

る0

　　2）　 リンJl旨腰，£

　リン脂質分蘭に．おける膿P放射能の赫節紐織田1常

組織比は表4・図8の如くO．88・－1・4L4，総～14均t．1．4で，

鴨勲平均値1・76砒・て臨　　　図9鞘耀繍羅1鰯、ζ劉逼：
　これを組織像別に検討すると，蓑4・図9の如く・　　　　　　　　　　　（組織1象別）

コロイド腺腫では平均LO2（喪4・a）・濾胞状腺種で　　　Rati

は平均1．17（表4・b），乳頭状腺腫では平均LO5（表

4．c），管状腺腫では平均L24（衷4・d）で，管状腺

腫及び濾胞状腺唖において増加している。

1’ R）　RNA
’v qNA分画における3L’P放射能の結節組織！IE常組

「織比は裏4。図8に示す如く0，77～1．40，総平均1．15

を示し，甲状腺癌の平均億2・17に比して明らかに低い。

　これを組織像別に検討すると，褒4。図9の如く，

コロイド腺腫では平均O．97（表4・a），濾胞状腺腫で

は平均1．13（表4・b），乳頭状膿匝では平均L15（褒

4・c），管状腺種では平均1，22（表4・d）を示し管

3．

2．0
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状腺腫においてmp　S高い値を示している。　　　　　　　　　　　1［1結節組織のリン分画における

　　4）　DNA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比放射能

　DNA分醐における32P放射能の結節組繹茂／証1常組　　　　　A　甲状腺癌

織比は表4・図8の如く，0．83～L77，総平均L12を　　　　　1）　酸可溶性リン

示し，甲状腺癌の平均fiE2　．　55　1・t－：比して著しく低い。　　　　甲状腺癌の1唆可溶性リン分画における比放射能は
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表4　　　　　　　　．単純性結節性甲｝i犬腺腫の32P放射能

a　ロロイド】膿肛巨

No，

1

2

3

4

5

6

7

8

症

例

柳　沢

北　沢
池　　田

町　　田

吉　村

田　中
猪　isz．

稲　　田

年

令

17

37

39
　　i
43

45

511

54

6：1，

性

9

－？

？

9

お

9

δ

♀

平　　　均

酸頁」量容・区kリソ

結
節
緯
織

正
常
糸［・1

織

c．P　lil／　St

334　331、

36豊　278

246　　231

386　423

253　248

389　393

266　258

161　236
2991

比

」リ刈旨質

結
節
組、

織

正
常
組
織

CI）M／，9・

　　　11．．04　　　60　　　601

1．3（〕　　273

1，06　　207

0。91、　　　140

1、。Q4　　　158

0，99　　167

1．03　178

0，68　　　161

　　　

30111・00　　168

242

2U
14．0

162

ユ，65

172

168

1165

比

1．00

1．1、3

0．98

1．OC）

0．9’7

1．O．1．

1．〔：｝3

‘），95

RNA
結
節
組
織

正
常
組
織

CP1纂／9

56

96

102

123

103

14．7

．123

148

1．02　112

51

97

99

コ56

98

149

、118

158

115

士ヒ

DNA
結
節
組
織

II三

常
緯
織

9P劃、9・

1．1．0　　　　　64

1．00　　　11〔｝

1．03　　　132

0，78

Lo5

0．99

1。04

0．83

1144

83

126

97

101

・・971．108

69

：L27

128

173

86

131，

94

130

117

比

リンヨ鷲肉質

結
節
組
織

jl三

常
線
織

apm／　SP

0．98　　54．

0，91　　202

1．03　　77

C〕，83　　12、1．

1、02　mo

O，97　　72

コ，03　76

°・79［115

・・9311・8

52

203

75

136

：LO‘1

70

72

：157

∫七

1．04

1，00

1。03

0．89

煤C06

1．03

．1，06

0，98

iosi　1・60

b　　諺繍　月包　1犬　11泉　且亟

　9

10

11

12

13

遠　藤

春　日

丸　山

清　水
和　　田

28

43

44

48

50

平　　　均

♀

9

9

9

♀

238

531

231，

261

290

310

208

342

227

246

229

250

1．lto

1．55

1，02

1．〔，6

1．36

185

447

142

171

ユ90

169

3」2

：1、6．1、

160

170

i　1・24227i194

、LO9

ユ，。43

〔）．88

1，07

1，．1，1

．1．35

】．78

147

、150

202

】，27

：152

1、47

］．37

151

　　　1　　’「
1・　17i　162i　143

．1．．（、｝6

】，17

1．00

1，．09

L31

1．13

129

179

］，12

122

145

　　　
］、16　　ユ．6i］

121　ユ．22

1300．86
：1、14　1，07

．1／8　　1。23

103

349

103

122

161．

96

293

ユ23

116

182

1．07

1，18

0．82

1LO5

0、89

113711・・i伺4，6sl　1621｛・－6k

c　　薯委L　皿「〔　二伏　月泉　1距

14　大　月　21　9

15山内55♀
平　　　均

lll碁謝1霧，調，謝：ll　1磐、勲駕、；1、鶴1雛雛

28　27gi1・・41138i　12・i1・05194ド85嗣「「11耐．郵llrlll『h　i

53　1，：11

87．1．Q5

701・08

d　管　状　腺　腫

16

17

18

19

20

21

22

石　　田

小　林

藤　沢

田　尻

花　岡

太　田

浅　川

19

20

42

45

56

66

67

♀

♀

♀

9

♀

9

♀

平　　　均

　　　　　　　　
595　　455i　1。31

344　　314　1．00

327　　263　1．22

545　　443　1。23

424　　3些4　1．23

41↓　　301　1．38

481　　453　1．06

282

ユ、63

320

457

268

256

248

24211．16

1，8り

1鴛

織

22・1

l
l0．91．
1，43

1，44

．1．．21

1．32

1．11．

221

140

10t

161

221

167

169

197

ユ21、

13正

116

181

131

158

1．ユ2

1．16

0．77

1．40

122
1。27

1．．07

259

133

169

169

212

191

2i3

221

113

96

118

171

148

210

1．17

1，】．8

1。77

1，43

1．24

1，．29

1．10

欝i
270

118

130

201

281

95

106

188

1，09

0．95

1．40

0．91

1．24

1．23

1．07

446［…ll・2・！28・122gi1・241181i　148il・『2・「1而1画』』餌塙5陣

総平均3481　31011・12i　2161　tsgl1・i4i　i4gl　12gi　1・1511・2μ27i1・，・l　t36112・M，e6

表5・図10に示す如く・276S～，IO10・平均3217であ　　　図10に示す如く，2355～4330，平均3385である。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　RNA

　　　2）　リソ脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺癌のRNA分画における比放射能は表5・図

　　甲状腺癌のリン脂質分画における比放射能は表5・　　10に示す如く2077～4695，平均2957である。
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表5　　　　　　甲状腺癌のa2P比放射能

No．

1

2

3

4

5

6

症

例

古　厩

小　野

関　山

　林

征矢野

大　槻

年

令

24

31

44

47

57

69

憾

♀

9

♀

♀

9

♀

酸可溶性リソ

含
有
量

mp

計

数

cpm

比
放
射
能

リソ脂質

含
有
盤

㎎

計

数

cpm

比
放
射
能

RNA

23，0

3］．．0

32，0

18，2

18，0

20。7

585

942

888

661

593

832

2543　7，4

3007　16。2

2768

3642

3295

4010

10，0

10，1

9．8

14，3

312

492

433

23es

323

414

含
有

量

㎎

計

数

cpm
42U816，8410
3235　ユ8。3

4330　ユ0。5

2355　12．9

3295　15．1

2900　16．1

552

493

268

369

483

比
放
射
能

2441

3010

4695

2077

2同5

301（1

DNA
含
有
愚：

㎎

計

数

cpm

比
放
射
能

リン蟹白質

含
有
・量

π呼

計

数

¢Pm
19．0

2L1
18，2

11，6

16．3

17，0

459

632

710

403

476

495

2416　8，3

3000

3900

3476

2919

2918

8，0

7．5

9，6

8．0

6．3

195

443

431

2113

218

比
放
射
能

組

織

診

断

・・樺rt

234S腺癌

4910　”

5746　”

22（】6　〃

2725　”

平　均123・31　74gl　32171　11・・1　3651　33S51　IS・・14・Si　29571　17・21　S371　31211　7・gl　2S・i　3S841

図10　　　甲状腺癌のs2P比放射能　　　　　　　　　平均2681（－ne　Cl・d）で，管状腺唾におけるa2P比放射

　　瘍　　　　　　　能が麟く・灘伏腺腫囎㈱姫呵ド腺
7000

6000

5000

4000

3000
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1000

o
o

o
o
●

酸
可
漕
性
リ

ン

ee

e

o

リ

ン

脂

質

e

o⑦

e

RNA

㊤

o

o⑳㊧

e

DNA

腫の験に低くなつている。

　　2）　　リンJj旨es

　鴬純性結節性甲状腺腫のリソ脂質分i颯における比放

射能は表6。図11に示す如く743～胴4も総平均2M6

で，甲状腺癌より凡そ58％低い。

　組織豫別には表6。図12の如くコロイド腺腫は平均

1854（衷6●a）濾1泡；lkj腺魎はと『a均2393（衷6。b），￥L

頭状腺腫は平均1695（嚢6・c），管状脚重は平均2618

（表6・d）で，管状腺唾及び濾胞状腺腫の比放射能は

比較的高い。

　　3）　RNA　　　　　　　　　　　　　I

　単純性結節性甲状腺魎のRNA分画における比放射

能は表6・図11の如く887～3083　総平均1945を示し，

甲状腺癌より凡そ53％低い。

　組織像別にはge　6・図12の如くコロイド腺腫の比放

　　4）　DNA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射能は平均1644（袈6・a）・濾胞状腺腫は平均2105

　甲状腺癌DNAの分画における比放射能は衷5・図　　　（表6・b），乳頭状腺腫は平均1860（表6・c），管状腺

10に示す如く2416・v3900，平均3121である。　　　　　　腫は平均2077（表6・d）で，濾胞状腺腫及び管状腺

　　5）　リン蛋白質　　　　　　　　　　　　　　　　腫の値はや蕊高い。

　甲状腺癌のリン蛋白質分画における比放射能は表　　　　4）　DNA

5・図10に示す如く2206～5746，平均3584である。　　　　単純性結節性甲状腺腫のDNA分画における比放射

　　　B　単純性結節性甲状腺腫　　　　　　　　　　　能は蓑6・図11の如く，1144－・3034，総平均1946であ

　　1）酸可溶性リン　　　　　　　　　　　　　　　つて，甲状腺癌より凡そ60％低い。

　単純性結節牲甲状腺嘘の酸可溶性リン分画における　　　組織豫別には袈6・図12に示す如くコロイド腺腫は

比放射能は表6・図11に示す如く1000～3218，総平均　　　平均1584（表6。a），濾胞状腺腫は平均2165（衷6。

2342であつて，甲状腺癌に比して凡そ38％低い。　．　　　b），乳頭状腺腫1ま平均1947（衷6・c），管状腺腫は

　組織像別には裏6。図12に示す如く，コロイド腺腫　　平均2397（表6。d）で，管状腺腫と濾胞状腺腫の値

は平均1997（表6・a），濾胞状腺腫は平均2395（表6・　　は比較的高い。

b），乳頭状腺唖は平均2116（表6・c），管状腺腫は　　　　　5）　リン蛋白質
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表6　　　　　　　嵐純性結節性甲状腺腫のs2P比放射能

a　コロイド腺腫

症　　年
酸可溶セ1三リン　 リン目旨質 RNA

Nα

例 令

性
含有量7解

計数cpm 比放射能 含有澱？昭

計数CPm 比放射能 含有量㎎ 計数CPm

t　　lfJl］　　沢　　17　　♀　　ユ5、4　　331

2北沢37♀16．036コ
3　　池　　　E［i　　39　　♀　　13．8　　246

4町田43♀154386
5吉村45♂12．0253
6日日rh　51♀16．2389
7　　猪　　　三～ζ　　54　　　♂　　　14．3　　266

8稲田61♀10．3101

21487．sl　60

2250　　9．7　　273

1782　10．31　207

2506　　7．1　　140

2120　10，3

2346　　9，8

1816　9．8

100〔｝　8，1

ユ57

167

176

161

比
放
射
能

743　　6．4　　　56　　887

2814　1〔〕．1　　　96　　950

2126　　7．2　　102　1259

2000　　6．8　　123　1809

1619　　6，8　　103　1516

1718　　8，1　　147　1818

1818　　6．7　　123　1828

1987　4．8　　148　3083

DNA
含
有
量

卯呼

5．9

8，4

7．9

6．4

64
7．3

6，8

5．1

計

数

CPm
64

110

ユ32

144

88

126

97

101

比
放
射
能

1ユ‘14

1310

1572

225〔1

1381

1721

142G

ユ870

リン蟹劇質

含
有
Jl：

7昭

4．8

10．4

6，8

4，9

6，2

5、2

4．9

6，5

　　比
　　放
数　　射

　　能
c！．「＿n

　54．　1125

202　1912

　771129
1212468

110　工772

　7213S3

　7615d9
1552383

平酬14・・129柚97｝・・51168【1854国112M・・41・・ol　1。・1・5・41…「1・9［1・19

b　濾胞状腺腫
9

10

11「

12

13

遠　藤

蒜　日

丸　山

消　水
和　　田

28

43

44

48

50

♀

♀

9

♀

♀

1ユ．6

16．5

13．6

11．15

111，

2382工34

53上321ti

231　1700

261　23］．1

29V　2613

＆・D85

13，6　　447

7，8　142

9．1　1フ1

8．6　］9り

2236

3373

1820

2381

2163

7，3

9．9

5，1

7，9

9，6

135

／78

147

150

202

1846　　5．9　　】29

1797　　5，9　　179

2882　 5．4　　112

18｛　6　6．3　コ22

2104　8．6　　145

21Q6

3034

2Q74

1927

⊥683

5．21　103

8．8i　349

6，3　103

5．7　122

1i。3　i61

】987

3966

1635

2135

ユ425

平　酬12・8…3101　23951…122・123931…1182121・51…レ3・12t・，17・4「嗣M勲

c乳頭状腺繍
14大月2五♀13・・27920827・2】567784・664139・5．276・46・4．（15gi　1475
15L“内55♀・3・629721498・1121・26・25・12・232915・312924334・・292218・

平　均｝13・・288t　21161…113Sl　16951・・gi　94：18601…11・3i　19471・Jilinv’V　EIMfi，2me，

d　管状　腺　腫

16

17

18

望9

20

21

石　　田

小　林

藤　沢

花　岡
太　　田

浅　川

】9

20

42

56

66

67

♀

♀

♀

♀

♀

♀

19．8

］．2，6

12．6

15．8

17．8

17，6

595

394

321

424

414

48ユ

20ユ2111．8

2730

2547

2690

2316

2794

10．1

7，2

10，2

11・6

10・2｝

282

］63

320

268

256

248

2392

1614

4444

2618

2212

2429

9。1

？。5

4，7

9．5

8，7

9．3

221

140

101

221

167

169

241S

1867

2109

2319

1921

9，3　259

7．9　133

6，0　169

9。5　212

9，0　191

182919・3243

2783　　5、0　　150

ユ683　　5．5　　12｛｝

2810　7．2　164

2343　　5，6　　118

2121　　5．5　　130

2623　 5．0　 121

300C．｝

2i81

2278

2121

2371

2426

平酬16・・142・1　26S・1　1…i25612618i…117・1・・771…1・・1！23・7國13812398

総平均114・3i　3351234219・5120・・1214617・4143i　l94517・il　13gl　1946i　5・gl　103巨779

　単純性結節性甲状腺腫のリン蛋白質分画における比　　　（表6・b），乳頭状腺腫は平均1828（衷6。c），管状

放射能は表6・図11の如く1125～3966，総平均1779　　腺腫は平均2398（ee　6。d）で，コPtイド腺腫が最も

で，甲状腺癌より凡そ100％低い。　　　　　　　　　　　低く，乳頭状腺腫・濾胞状腺腫・管状腺腫の順に高く

　組織豫別には表6・図12の如くコロイド腺腫の比放　　　なつている。

射能は平均1719（表6・a），濾胞状腺腫は平均2230
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図lt単純性結節性日・1状腺腫の32P比放射能　　　　　を各リン分画に分けてその含有1“：とこ32P放射能を測定

　　m　　　　　　　　撚｝謝雛舘際，瀞ζ禦駕満た1蒲
7000

20eo

謬

雛⑧
　

④⑭

＄

RNA

・塞

騒・

職

DNA

速度の一指標となるものである〔即ちたとえ結節組織

内のリン含有昂：が塑くとも代謝が緩慢な場合｝、二は：．ILP

の摂取は低く，したがって比放射能は低ドし，代謝の

速かな場合には」七放射積量はh昇することになるn以上

の研究によつて甲状腺癌と単示屯吐結節性lll状腺腫との

閲の溢異を検討層し，また単純｛生結負iWk甲状腺腫1こつい

ては組織像別による差塁lllを濾求したo

　酸可溶・性リソ：酸τi］’溶性分曲iにはADP，　ATP，

アデニ・・一ル酸簿の有機リンと無機リンが含まれている

が，この内亜要なものはイ∫機リンである。

　lllH胞分裂の際の一r－　・＊ルギー源は，　ADP，　ATP，

アデ」　一一ル酸等の作用によつて得られるから⑳⑳⑳⑳

⑳，これを含む窟機リソ，したがつて酸可溶性リン1凱

癌組織において増力llが推測されるo甲li尺腺癌の酸可溶

　図12単純悟三結節性甲状腺腫の32P比放射能　　　　　性リソ分醐におけるリン含有lll：に関する報｛llは見幽ら

　　　　　　　　　（組織像別）　　　　　　　　　　　ないが，1・1癌③⑳に：拘いてはとくに増加していないと

　・噛　　⑧コ財醐　1い：〕llセ鰍棚｛△獄1脚繊x鰍1！卿　　　幸艮告するものと，周癌，食道癌ともに増加い（いると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告するものがある麟，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著潜の成績では，甲状腺癌の酸可溶｛ゾ1…リン分画にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けるリソ含有簸は25・71脇単純舌’k結節性甲状腺丹重のそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れは14．5ηサであつて，その結節組織／ユ1三常紐織比はlll状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腺癌では1．93，単純性結節性lll状腺腫では1・17であつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た、，即ち結節紐織のリソ含有量はi「三’前組荊晒こ．較べてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずれも増加し，とくに甲状腺癌のリソ含イsEil．：は単純性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結節性甲状腺腫セこ比較して明らかに増加している。ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たa2P放射能の結節組織／it三常慰康鍛ヒは，叩状腺癌で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］．98であるのに対して，単純性結節1・！j三tP状腺腫では1．12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であって，やはり甲状腺癌において高い鎮な示し零。
　　　　　　　考　　按　　　　　　　　　　　　　　　　　　また癌組織の酸可溶挫リン分画における比放射能は

　腫瘍の増殖は云うまでもなく細胞分裂によるが，細　　　高値を示すと報告されているが⑩⑳，署者の成績でも

胞分裂に際しては核酸が増加する。一方細胞分裂に要　　　甲状腺癌では3217，単純鰻k結節性甲斗期泉腫では2342で

するエネルギーは1呼吸又は解糖作用によつて得ら　　あつて，甲状腺癌の値はとくeこ高く，酸可漆性リン分

れ⑬⑰，ことに悪性腫瘍においては解糠作用が主たる　　　醐におけるリン代謝は明らかに尤進していることが判

エネルギー源となる⑯。　　　　　　　　　　　　　　　明した。

　リンは生体内においてリン酸塩或いは有機のリン酸　　　　さらに単純性結節性甲状腺1距における酸可溶性リン

ェステルとして分布し，各種細胞の構戒々分としてだ　　　は，腺腫の型によつて差があり，管状腺腫並びに濾1｝包

けでなく⑱，各種代謝ことに糖代謝における高エネル　　　状腺腫では他の腺腫に比較して，リソ禽有量，32P放

＊L’　・一リソ酸化合物⑲⑳⑳⑯⑯，或いは補酵素成分とし　　　鮒能、比放身！能のいずれも高い値を示した。教蜜の野

て不可欠のものである⑱㊥⑳。　　　　　　　　　　　愚⑳は栄純性結節性甲状11泉腫のPtネルギー代謝につい

　著者は第一一一一編に．おいて甲状腺癌におけるa2P摂取率　　　て研究し，解糖f乍用はコロイド腺腫では正’滑値を示す

は単純性結節性甲状腺種に比して高く，癌組織におけ　　　が，管状腺腫及び索状腺腫において高値を示し，前癌

るリソ需要量はとくに増加していることを明らかにし　　　状態と類似した一＝ネルギー代謝がみられると述べてい

たが，本編においては，結節組織におけるリン化合物　　　るが，著春の成績と対照して興朱ある所見である。
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　リン脂質：リソ脂質はLecithine・Cepllaline・　　　っよいとされている⑰管状腺119にホテいてかs、る成績の

Sphirig・my・li・醗争が版リソイ瞼物であつて⑳，　みられゾ、ここと卿1粥1、る撲で鋤。

細胞の原形寅1・ltとくにミi・コソドリア中に多uに含　　　　　DNA：工）NAは核内，殊にイ：°染磁体埠に含震身’晃・

まれている⑳⑰。　　　　　　　　　　　　　　　　　ており⑭，Riss⑩⑩によればDNAは体紐胞の｝rゴ糸

　リ・II願頒ゆリ・舖、，1：は撒的肝1、、⑳誠い　分裂の際勅1して約2倍となり，その防が・一つの娘

は剛鵬⑳でC・　；k・ihtc少していると灘されて・・るが，　細繊に械られる謬rl切NAは細胞頒P。際厩

L・－n・・⑪1・L［鵬の艦1・｝地，悪1搬、、・によ一…C・，Fjill，　illiiYt…に1｛学力llされるという．腫塀【ll胞の1）NA州，11。、　、

なると述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　　けるリン含商1tについて種々の胤解があり，　P「！co⑳

　瀦の成績では一門夫腺癌¢・Pン職’工分ll　ifl　trこ・財る　⑭鯵はソ繊柵隔の難墨程において，謝1の1）NA

1）ソ含frl：と櫛匡’【1［締翻Ill1♪lll闘］ゆそれ・と殆んど2’ti…　が励11することを認め，1）avids。nt　M・，正ml，、。（・鯨

が妨れなかつたが一叩方刷徹）1’蹴喩一ll二臨！　も鶏の肉1駅G・R・C・エL15）1：　totいて1）NAが増

癌におけるL5”P棚能の繍」糸IL織／i1三’・ll漁御ヒe・」・1…76　加して、・疑述べている。これに対し。て（’i　i’iffi。：及び

であるのに対して・聯巨｛　綿醐酬ノ」1泉1】　ゆそ；1・は　Mii・k㊥暇験［／l勺脇守1・）｛獅DNA、｝融」E・鞭あると

1・1‘1であつてIII二1熾ll・111においてはか’ts　O　i’“1加1してい　述ぺている。嬬’1についても・，秘⑨畔LIII・、㊥における

る。比放翔能もll［状脱1癌では3385で・・li’純性結節樵lll　　DNAl：は良性腫瘍と比較してノ、…がないと報借されて

状樋では21el・6であつて・やはり1獣鵬・窒1においてi：1；i　いるe　lk’：’J’M’の雌1獄れ劇訂ll刷1癌の1）、N　A分1，T，i、IL’、、lrL，

働示した・甲二撒ブ艦おけるリ・／代融・Lリ・川預分　けるリ・舖，，は1・・1．3〃弘1臨1鰍嗣三ll蜘聯のぞ

1由iにおいても・薦してし’るものと・敬bれる・　　：h　C・・，m　7．2・ザ鏑って一1燗旨柵剛襯辮、櫛馴1撒

RNA：RNAは三V．とし矧1撒内にげ部尉亥内　鵬砒して2倍」1轍していた。
t・・も磁し…s・e…J・及び・・a・h画・」・撫藩H”」包　ilvl，NA頒・。，蹴・1・・期．1鷹1｝嬰1し・，、よ，乳

の蛋齢麟儲骸な1玉　係があつて・鋤伽虻の行　癌（⑳，闇…⑳喰鵬⑳一・鵬’、⑩ではいず2、輔

なわれる時には鰻1質内のRN醐常に」甑・するとい　肌ていると，1諮され，瀦の1燃一ぐい・P欄雌の
われて・・…1・・1・1・・rl…画・RN蜘・・llll伽　繍・鰍／正欄織J，tZCI）：III状｝腺癌でV、，．，、，聯t蜥、1、

悪膿に関係すると述・・ているが・獺ρ輔1・1⑥で　鰍甲撒［脈は1．・9であつ。一囲犬｝1蜘。おい覇

はRNAのリン含鰍は必ずし醐加していないと報　］Jllしていた。　aul）砒放射能セ・肌ては，乳癌⑬，1’1’、［

告さ濱いる・：瀦の成繍こよればRAN頒に耕ナ　　脳⑩で劇伽ヒcいると職され，舗の齢・iでも
るリソ舗量劇1　撒1・　1でlt13・8”vコ・縣巨燃覇糊l　Fl・状1腺癌砒放1朧は312且，聯E｛・【鱒M！I」1・：Vこ】1蹴の

状腺腫は7・‘吻であつて・甲状腺癌で明らかに増1，il，：し　　　それは，ユ946であつて甲状腺癌の方が【Y』らかに高い。

ている・またRNA頒臨ける岬麟能は蹴⑨　また・i・融，宗、・齪　・II状1縣のDNA分，軽、il。浦る，，

⑳，食道癌⑫醐癌⑩・聲で鵬いと鮪され，　1－ic　・禽糧，・・P捌能，燃1撒購鰍。棚す

放糀も甦肝⑳⑳⑳・　・91・癌⑳，剛癌⑩鞭融と　・と，RNAの棚と同｛、kに鰍囎並びに説戯麟腺

報告されている。著者の成績も同様で・甲状腺ti“1，kiの　　　腫，とくに前脅においてリソ代謝が充進している成続

RNA画分における：．t　’2　P放射能の結節組織／IE常組織　　　が得られた。

比は2・17であるのに対して1単純性結節性甲状腺腫の　　　　リン螢【、1質：核蟹白質・リン）1旨質蛮11以外のリン醸

それは1・15であつて・RNA分画におけるεSUI）摂取は　　を配虐溺さとする蛋白であつて，乳癌㊥におけるリソ蛋

甲状腺癌の方で鵬かに高く・また甲棚朧の比放射　i預分画のリソ舗撫娘性1鵬砒し磁がない
能は2957・単純性結1購性lii．1状腺腫のそれは1945であつ　　　と報告されているが，直腸癌⑩，胃癌⑳，食道癌⑳；撃

て，甲状腺癌は高い値を示した。即ち甲状腺癌はリソ　　　におけるSL’P放珊能の高いことが報告され，また比放

含有量・a2P放射能及び比放射能のすべてにおいて磁　　　耐能も癌組織では高いと報告されている。宮藷のリン

純性結節性甲状腺｝1重に比して明らかに高く，RNA分　　　蛋白質に関する戚績では甲状腺癌のリン含胞1：は8，6

画のリソ代謝がフ’t進していることが認められた。　　　　　1彫，単純性結lll5性甲状腺腫のそれは6．211tr1であって，

また単純性結節脳q犬肪踵の成績を組織像野【」に杉謝　リン含綴の結1轍欄贈組織地ま甲状腺癌では

すると，管状｝樋のRNA分画に・｝・けるVソ舗・　，　1・33，」i宝純性櫛幽1状腺腫一6・は］．，05であつた．また

32助矧能・比槻撫瀧他の腺灘鰍して高い1醜　岬期能の纈襯凝髭／正綿醐七は・肉1腺癌で1．．5S，），

示した・すなわ騨純性㈱榿・鞠こ1鱒の中では分イヒ　圭髄繍鰍1荊犬腺腫では・．・6であつて漕・糊鵬で

の徽砒較的低く・しかも悪性化の鰍性がとくに　葡藤〔赫し，比放朧の囎一eも甲撒総・584謙
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純性結節性甲状腺腫1779で，甲状腺癌は著明に高い値

を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献

　また単純性結節性甲状腺腫のリン蚤白質分鰍こおけ　　　①江上不二夫：核酸及び核蛋白質，上巻，東京，1953．

るリン含有量，u2P放鮒能，比放射能を組織像別に検　　　②Schneider、　W．　C、：J．　Bio1．　Cheni．，161：293，

討すると，管状腺腫並びに濾胞状腺腫においてリソ代　　　ユ945．　③Schmidt，　G．，　et　al：J．　Bio1、　Chem，，

謝が充進している成績が認められた。　　　　　　　　　16コ：83，1945．　　④小Ul正宰1内分泌と代謝，1：

　以上の如く甲状腺癌と単純性結節性甲状腺腫とにお　　　ユ17，昭33．　　⑤Fiske，　C，　H，　et　al　l　J．　Bio1，

けるリン代謝を比較すると，各分画ともに疵組織にお　　　Chem．，66；375，1925，　⑥藤邦陽三：生化学鍍験

いて明らかに充進している。従って著岩が第一編で述　　　法，定澱編，263，東京，昭33，　⑦菊池武彦：最新

べた甲状腺癌の82P摂取率が高いという成績も容易に　　　医学，6：822，1951より引用．　⑧冑松成人言熊本

理解出来るわけである。また著者は第一・編において単　　　医誌．，31：1020，昭32，　⑨Nakayama，　K．：　Surtsr．，

純性結節性甲状腺魎で82P擬取率が25％以上の高値を　　　39：736，1956．　⑩常松　年：外科，19：809，昭32，

示した症例は管状腺腫であつたと述べたが，この翔：爽　　　⑰Ackerman，　N，　B．　et　al：Surg”47；6ユ5，1960．

は本編における成績によつても支搏されると信ずる。　　　⑫Thomas，　C，　C．　J．　et　al：」、　Clin、　Endecrlnol，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ9；3〔，6，1959．　　⑱小林節昭他：外科，18：573，

　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　1956，　⑭明石修三三：鍛新甑学，51733，195り。

　甲状腺癌並びに単純性結節性甲状腺腫セこついて各リ　　⑮山下久雄：アイソ’ト｛プの鷹学的応用，東京，1954，

｝分画におけるリン含有搬：，32P放射能，82Pの比放　　①Warburg，0，；Science，12：5　：309，1956．

射能を測定し，次の結論を得た。　　　　　　　　　　　⑭Swanエ1，　M．　M．：Cancer，　Res，，171727，1957，

　1）甲状腺癌は単純性結節Yli　era状腺唾に比較してリ　　⑱田宮儲雄他：科学，22：516，昭27，　　⑩隈秋要7

ン含有量並びにリン含腐量の結節紐織／JE粥組織比は　　綜合眠学，11：　685，昭29，　⑳藤本公一…　t熊本鷹誌．，

多く，とくに酸可溶性リン，RNA，　DNA分画にお　　　32：574，昭33，　⑳高橋暴常3般新医掌，｝0：1224t

いて明らかに増錨：している。蝋純1｛L結節性甲状1腺腫の　　1　9Jr　tj．　⑳関口豊三：生化学，25　：　380，昭28，

中では管状腺腫の酸可溶性リソ，RNAt　DNA分画　　⑳吉川聯欝1生化学，27　：　321，昭30、　⑭Le　Page，

のリン含有燈並びにリン含腐量の結節組織／正常組織　　　G，A，：J，　Biol，　Chen’〕．，176；1009，1948，　⑳中幽

比はコロイド腺腫・濾胞状腺腫。乳頭状腺唾のそれに　　　恒明他：日本消化病雑誌．，52：235，1郡0．　　⑳野

比較してやs増加している。　　　　　　　　　　　　邑通夫：儒州医誌．，12：448，II召38，　⑳森儲：原

　2）甲状腺癌は単純性結節性甲状腺腫に比較して，　　　子力と医学，東京，ユ953．　⑳安剛守雄：生物化学ハ

02P放射能の結節組織／正常組織比は酸「J溶性リン，　　　ンドブック，東京，1953，　⑳Mc　Carkle，　H．」．　et

RNA，　D　NA分醐において明らかに高い。単純性　　　a1：Surg．，24：4t｝9，1948．　⑳Lusti繕，　B，tBiochent，

結節性甲状腺腫の中では，管状腺腫のeaP放射能の　　　Ztschr．，284：367，　IY36．　⑳Jones，　H，　B．　et　a］　：

結節組織／正常組織比はリン螢白質を除く各分画にお　　　」，Biol．　Chem．，ユ28　；　e31，1939．　⑭渋沢喜守雄：

いてコロイド腺腫，濾胞状腺腫，乳頭状腺腫より高い。　　最剃甑学，6：213，1951，　　⑩Klein，　G．　et　a1：

　3）　甲状腺癌の82P比放射能は単純性結節性甲状腺　　　EXp．　CelL　Res，，1；127，1950．　⑳Smellie，　R、

腫に比較して各分画とも明らかに高値を示す。単純性　　　M．S．　et　al：Biochem．　J．，54：280，1953，
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